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医 師 部 会

専門医共通講習
11：20～12：20　第１会場（埼玉会館１階　大ホール）
司会：井上　貴昭　筑波大学　医学医療系　救急医学集中治療学

D-SL1  免疫不全者を対象とした新型コロナウイルス感染症対策
国立がん研究センター中央病院　感染症部／感染制御室　小林　　治

救急科領域講習
13：50～14：50　第１会場（埼玉会館１階　大ホール）
司会：中川　儀英　東海大学医学部　総合診療学系　救命救急医学

D-SL2  救急医が知っておくべき法医学の基礎知識
埼玉医科大学法医学教室　髙田　　綾

パネルディスカッション1
Acute Care Surgery と救急医

９：30～10：50　第１会場（埼玉会館１階　大ホール）
司会：澤野　　誠　埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター
　　　河野　元嗣　筑波メディカルセンター病院　病院長

PD1-01  大学病院での Acute Care Surgery 部門の設立が新たな道をつくる
東京女子医科大学　附属足立医療センター　救急医療科　庄古　知久

PD1-02  外科と救急科の連携による理想的な Acute Care Surgery チームの運営
慶應義塾大学　医学部　救急医学　山元　　良

PD1-03  地域における ACS と救急医の役割
東千葉メディカルセンター　救命救急センター　橋田　知明

PD1-04   外傷外科チームになぜダブルボードが必要か？～外傷外科診療体制、外科的危機管理体
制の構築は Acute Care Surgeon の責務である～

日本医科大学千葉北総病院　救命救急センター／　　　　　　 
ショック・外傷センター／日本医科大学救急医学教室　益子　一樹

PD1-05  Acute care surgery と救急医 
     救急領域と外科領域で Acute care surgeon をどう育成するか

埼玉医科大学国際医療センター　救命救急科／彩のクリニック　大原　泰宏
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パネルディスカッション2
高齢社会と向き合う①

15：00～16：20　第１会場（埼玉会館１階　大ホール）
司会：秋枝　一基　太田記念病院　救急科
　　　小池　伸亨　前橋赤十字病院　高度救命救急センター

PD2-01  横浜型地域包括ケアシステムと消防機関との連携
横浜市消防局　救急部　救急課　岩崎　成彦

PD2-02  東京消防庁における心肺蘇生を望まない傷病者への対応について
東京消防庁　三ツ井崇雅

PD2-03  救命救急センター搬送後の救命処置に対する意思変更と関連する患者背景
東京消防庁　救急部　救急管理課／東京都立広尾病院　救命救急センター　影山　愛吏

PD2-04  高齢者施設における「急変」について
こうのす共生病院　総合診療科／埼玉医科大学　　　　　　　 

国際医療センター救命救急科／野村医院　　野村　侑史
PD2-05  高齢者施設における三次救急患者の現状と課題

杏林大学　医学部　救急医学　海田　賢彦
PD2-06  超高齢社会、働き方改革時代における救急医療体制維持への取り組みと課題

湘南鎌倉総合病院　救急総合診療科　山上　　浩

パネルディスカッション2
高齢社会と向き合う②

16：20～17：40　第１会場（埼玉会館１階　大ホール）
司会：矢口　有乃　東京医科大学八王子医療センター　特定集中治療部
　　　中村　香代　国立国際医療研究センター病院　ＨＣＵ病棟　看護師長

PD2-07   事前指示書により緩和治療の方針とした頭部外傷の一例を通して考える初期研修医の視
点から感じた救急医療

東京ベイ・浦安市川医療センター　救急集中治療科　松下　鈴佳
PD2-08  高齢社会において私たちが果たすべき役割

市立釧路総合病院　看護部　看護課　救急外来　泉谷　　勇
PD2-09  当院における高齢者救急患者への介入

千葉大学医学部附属病院　救命救急センター　平間　陽子
PD2-10  高齢者における敗血症患者の特徴

千葉大学大学院医学研究院　救急集中治療医学　島田　忠長
PD2-11  高齢者医療を担う上で必要なこと 
     ～ Advance Care Planning（ACP）の正しい理解と医療者の対話力向上

医療法人社団悠翔会／藤沢市民病院救命救急センター／日本医科大学総合診療科　井上　淑恵
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看 護 部 会

教育講演
13：50～14：50　第５会場（埼玉会館７階　７A）
司会：川原千香子　昭和大学医学部　医学教育学講座

N-EL 看護とは何か
東海大学看護師キャリア支援センター　剱持　　功

パネルディスカッション3
救急看護の現状と展望

14：50～16：10　第５会場（埼玉会館７階　７A）
司会：淺香えみ子　東京医科歯科大学病院　看護部長
　　　佐藤　憲明　日本医科大学附属病院　看護管理室

PD3-01  高齢者への防災対策―個別避難計画に焦点を当て―
ひだか K ＆ F 訪問看護ステーション　山下　巧真

PD3-02  宝塚市立病院においての ER 看護師の役割と目指すもの
宝塚市立病院　救急医療センター　中田　徹朗

PD3-03  当院救命救急センター ICU の QI からみる看護の現状と展望
埼玉医科大学国際医療センター　上村　　聡

PD3-04  特定看護師の活動と今後の課題について
国立病院機構東京医療センター 　クリティカルケア支援室　田村　浩美

PD3-05  超高齢社会における D to P with Emergency Nurse
株式会社 Vitaars　市村　健二

PD3-06  救急看護の現状と展望～救急看護師の立場から～
日本看護協会看護研修学校　杉本　　環
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救急隊員部会

教育講演
13：50～14：50　第２会場（埼玉会館１階　小ホール）
司会：秋山　幸大　埼玉西部消防局　所沢東消防署　副主幹
T-EL  医療安全とは何か？ -Team STEPPS の取り組み -

東京慈恵会医科大学 救急医学講座　武田　　聡

パネルディスカッション4
止血帯止血法の是非

10：30～12：30　第２会場（埼玉会館１階　小ホール）
司　会：内田　桂吾　深谷市消防本部　深谷消防署　豊里分署
助言者：金子　直之　深谷赤十字病院　救命救急センター

PD4-01   止血帯に対する現状と再教育の必要性についての検討～東京五輪以降の止血に対する意
識を問う～

埼玉西部消防局　瀬沼　耕一
PD4-02  数少ないターニケット使用事例に対する取り組み

四街道市消防本部／印旛地域救急業務　　　　　　 
メディカルコントロール協議会局地災害対策委員会　高井　大地

PD4-03  大腿部が挟まれた事故に対する止血帯止血法の是非
深谷市消防本部　深谷消防署　第２中隊　代島　圭太

PD4-04  エスマルヒ止血帯を止血以外に使用した症例
比企広域消防本部　長谷部　均

PD4-05  標準的な止血帯とは？
防衛医科大学校病院救急部　兼　防衛医学研究センター外傷研究部門　関根　康雅

基調講演  ターニケットの是非：2000年の歴史を考量する
深谷赤十字病院　救命救急センター　金子　直之
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パネルディスカッション5
指導救命士の現状と展望

15：50～17：50　第２会場（埼玉会館１階　小ホール）
司　会：醍醐　雅祥　さいたま市消防局 警防部 救急指導室
助言者：田邉　晴山　一般財団法人救急振興財団 救急救命東京研修所

PD5-01  ステージ３の指導救命士に求められている「離」のあり方
蓮田市消防本部　茅野　俊幸

PD5-02  横浜市における指導救命士の現状と展望
横浜市消防局　松崎　　潤

PD5-03  東京消防庁における指導救命士の現状と展望
東京消防庁　後藤健太郎

PD5-04  さいたま市における指導救命士を活用した新たな救急教育体制の構築
さいたま市消防局　長沼　史朗

情報提供   総務省消防庁　救急企画室　救急専門官　飯田　龍洋

特別講演 
司　会：畝本　恭子　日本救急医学会関東地方会常任幹事・南町田病院　救急科

     指導救命士制度のこれまでとこれから―指導救命士への期待―
一般財団法人救急振興財団 救急救命東京研修所　田邉　晴山
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ランチョンセミナー

ランチョンセミナー１
12：40～13：40　第１会場（埼玉会館１階　大ホール）
司会：澤野　　誠　埼玉医科大学総合医療センター　教授・高度救命救急センター長

LS-1   外傷診療におけるガイドライン update：抗血栓薬への対応を中心に
	 日本医科大学大学院 救急医学分野 教授　横堀　將司

共催：アストラゼネカ株式会社

ランチョンセミナー２
12：40～13：40　第２会場（埼玉会館１階　小ホール）
司会：守谷　　俊　自治医科大学附属さいたま医療センター救急科　教授

LS-2   General ICU における脳波モニタリング
	 東京ベイ・浦安市川医療センター救急集中治療科（集中治療部門）部長　則末　泰博

共催：アルフレッサ ファーマ株式会社
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医 師 部 会

一　般　演　題

第３会場（埼玉会館２階　ラウンジ）

13：50～14：45　ショック・その他
座長：太田　　慧　国立病院機構　東京医療センター　救命救急センター・救急科

D-01 血中濃度が治療域のカルバマゼピンにより徐脈、心肺停止をきたした一例
国立病院機構　横浜医療センター　救急総合診療科／　　　　　　 

横浜市立大学　医学部　救急科　松本　雪菜
D-02 意識障害で来院し橋本脳症と診断した症例

東京女子医科大学　救急医学　池邉　怜寛
D-03 正中弓状靭帯圧迫症候群が原因と考えられる出血性十二指腸潰瘍の2症例

昭和大学　医学部　救急・災害医学講座　富田　佳賢
D-04 分節性動脈中膜融解（SAM）による動脈瘤破裂により腹腔内出血を来たした１例

獨協医科大学　埼玉医療センター　救急医療科　渡部　馨太
D-05 多発性骨髄腫に伴うアミロイドーシスにより両側腎・脾臓出血をきたした１例

杏林大学医学部附属病院　救急総合診療科　木村　　彬
D-06 敗血症性ショックの起因菌としてサルモネラ菌の想定が困難であった1例

昭和大学　医学部　救急・災害医学講座　柳澤　　薫
D-07 急性心不全の鑑別診断を要した甲状腺クリーゼの一例

国立国際医療研究センター（NCGM）病院　救命救急センター　救急科　西垣あすか

14：45～15：40　中　毒
座長：一二三　亨　聖路加国際病院　救急科

D-08 暑熱環境下の塗膜剥離作業中に、同時に3名の重症ベンジルアルコール中毒が発生した事案
独立行政法人国保旭中央病院　伊藤　史生

D-09 フリーマーケットアプリで入手したトリカブトによる重症中毒の1例
杏林大学医学部付属病院　高度救命救急センター　辻野　伸明

D-10 ナツメグによる急性中毒の一例
順天堂大学医学部附属浦安病院　臨床研修センター　平井　萌子

D-11 アヘン末によるオピオイド中毒によって意識障害をきたした一例
横浜市立市民病院　救急診療科　植田沙也加

D-12 著明な乳酸アシドーシスを来したプロピレングリコール中毒の1例
関東労災病院　救急集中治療科　早野　大輔

D-13 精神科受診歴のない若年女性が鎮咳薬を過量内服しセロトニン症候群を発症した１例
川崎市立川崎病院　浦上　尚也

D-14  致死的不整脈を呈し LC/MS/MS 薬毒物スクリーニングにてラモトリギンとアトモキセチン
の中毒と確定し得た一例

国立国際医療研究センター（NCGM）病院　救命救急センター・救急科　門口　春加
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15：40～16：35　教育・その他
座長：山口　順子　日本大学医学部　救急医学系　救急集中治療医学分野

D-15 救急隊の病院引継ぎのためのデジタルホワイトボード活用の効果
東京女子医科大学附属足立医療センター　荻谷　恭輔

D-16 アンダートリアージはなぜ起きたのか？
川口市立医療センター　直江　康孝

D-17 院内救命講習における病院救急救命士の役割
日本医科大学武蔵小杉病院　救命救急科　宮上　和也

D-18 反転授業を取り入れた、ICLS 指導者養成ワークショップの開発と実装
海老名総合病院　救命救急センター　大坪　里織

D-19 救急外来で顔面・頭部挫創を縫合した小児の保護者への満足度に関連する因子の調査
東京ベイ浦安市川医療センター　救急集中治療科　救急外来部門　井上　敦人

D-20 透析中の急変対応を学ぶボードゲームの開発
医療法人社団　明生会　東葉クリニックエアポート　菅谷　明子

D-21  世界最新の病院前救命器具の概念を活用した国産救命止血帯、止血用包帯材料、災害時に真
に役立つ衛生資材の開発と教育プログラム

医療法人社団　明生会　東葉クリニックエアポート／　　　　　　
TACMEDA Tactical Medicine ESSENTIALS Asian Capter　菅谷　明子

16：35～17：35　中枢神経
座長：新井　晶子　筑波メディカルセンター病院　救急診療科

D-22 COVID-19感染に合併した可逆性後頭葉白質脳症の1例
聖路加国際病院 救急科・救命救急センター　磯川修太郎

D-23 運動後に中脳周囲非動脈瘤性くも膜下出血を呈した1例
川崎市立川崎病院　救急科　根本　悠太

D-24 両側内頚動脈閉塞に対して両側血栓回収療法を施行した症例の検討
川口市立医療センター　救命救急センター／日本医科大学　救急医学講座　伊波　博登

D-25 carotid web により若年性脳梗塞を発症した一例
日本医科大学武蔵小杉病院　救命救急科／日本医科大学救急医学教室　富田　恵実

D-26 両側全盲で発症した脳梗塞で、左椎骨動脈閉塞に伴う Stump 症候群が疑われた症例
杏林大学医学部付属病院　救急総合診療科　小川　晃汰

D-27  経鼻内視鏡前に点鼻したナファゾリンにより発症したと考えられた脳動脈瘤破裂によるくも
膜下出血の１例 

医療法人　鉄蕉会　亀田総合病院　救命救急科　増渕　高照
D-28 視覚障害を主訴に受診した可逆性後部白質脳症の一例

東京慈恵会医科大学附属病院　救急部　佐藤　恵介
D-29 血液透析患者に発症した高血糖高浸透圧症候群の一例

独立行政法人国立病院機構埼玉病院　冨永　善照
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第４会場（埼玉会館３階　３C）

９：30～10：25　心肺蘇生・ECMO
座長：中村　光伸　前橋赤十字病院　高度救命救急センター

D-30 救急救命士の同乗人数が病院外心肺停止患者の予後に与える影響
日本医科大学　武蔵小杉病院　救命救急科　萩原　鈴香

D-31 心停止蘇生後の体温管理療法：早期目標体温到達と神経学的予後の関連について
慶應義塾大学　医学部　救急医学　垣内　大樹

D-32 尿酸クリアランスと院外心停止後の予後の関連：SOS-KANTO 2017 Study
慶應義塾大学医学部救急医学　多村　知剛

D-33 侵襲性肺炎球菌性肺炎による ARDS に対し早期に ECMO 導入を行うも救命困難となった一例
横浜市立大学附属市民総合医療センター　高度救命救急センター／　　　　　　 

横浜市立大学　医学部　救急医学教室　青木　久遠
D-34 V-V ECMO を使用し気管支鏡検査を行った気管内腫瘍

東京都立多摩総合医療センター　救命・集中治療科　佐久嶋優衣
D-35  敗血症を契機に生じた甲状腺クリーゼによる心原性ショックに対し，V-A ECMO を導入し

救命した１症例
東京都立多摩総合医療センター 救命救急センター /ECMO センター 救命集中治療科　中村　健介
D-36  分娩後子宮内感染による敗血症性ショックに重篤な心機能障害を合併し，VA-ECMO 導入

にて救命した１例
千葉大学大学院医学研究院　救急集中治療医学　斉藤　千宙

10：25～11：15　感染症①
座長：中島　幹男　都立広尾病院　救命救急センター

D-37 トロポニン I-HS が急激に異常高値を認めた敗血症性心筋症の１例
埼玉医科大学病院　救急科　石黒　睦子

D-38 意識障害から心肺停止に至り、Cryptococcus 髄膜炎と診断し加療を行った１例
獨協医科大学埼玉医療センター　大塚　文敦

D-39 ヒトパレコウイルス感染を合併した髄膜炎菌性髄膜炎の１例
聖路加国際病院　尾崎　　崇

D-40  エントリー不明の化膿性脊椎炎から膿胸かつ髄膜炎・脳室炎を併発しドレナージ治療を行う
も救命し得なかった一例

埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター／　　　　　　 
東京大学医学部附属病院　救急・集中治療科　堂園　鏡介

D-41 治療に難渋した MRSA 骨髄炎の１例
北里大学　医学部　救命救急医学／北里大学病院　臨床研修センター　須田　雄登

D-42 ブタ連鎖球菌による脊柱起立筋炎，腰椎椎間板炎の1例
東京警察病院　救急科　今村　友典

D-43 破傷風菌が創部培養から検出された１例
埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター　園田健一郎
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11：15～12：15　感染症②
座長：柏浦　正広　自治医科大学附属さいたま医療センター　救命救急センター

D-44 体幹部に壊死性軟部組織感染症を認めた症例の検討
日本医科大学付属病院　高度救命救急センター／　　　　　　 

日本医科大学　救急医学教室／さいたま市立病院　救命救急センター　峯平紗耶香
D-45 当院に救急搬送された Streptcoccus pyogenes による壊死性軟部組織感染症４例の臨床的特徴

国立国際医療研究センター（ＮＣＧＭ）病院救命救急センター救急科　高畠　和真
D-46 稀なブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌による蜂窩織炎および菌血症を繰り返した患者の報告

独立行政法人　国立病院機構　横浜医療センター　松山　尚樹
D-47 モヌルピラビル投与後 COVID 抗原定量値のリバウンド現象を認めた多発外傷の一例

新百合ヶ丘総合病院　救急科　遠藤　寛之
D-48 当院の救急医療における COVID-19感染症の影響及び問題点

TMG あさか医療センター　救急科　松本　徹也
D-49 COVID-19とインフルエンザ同時流行（ツインデミック）に対応した発熱外来の設計と運用

東京都立豊島病院　野田　彰浩
D-50 救急医から観た新型コロナウイルスデータ収集システムの課題

東海大学　医学部　救命救急医学科　中島　　功
D-51 救急外来における超音波検査用プローブの細菌汚染に関する検討

慶應義塾大学　医学部　救急医学　山下幾太郎

13：50～14：45　外　傷①
座長：山際　武志　海老名総合病院　救命救急センター

D-52 胸部外傷後に生じた遅発性大動脈損傷の一例
東海大学医学部　救命救急医学　日水　直輝

D-53 鋭的損傷による内胸動脈損傷に対し緊急開胸止血術を施行した１例
横須賀共済病院　救急科／横浜市立大学医学部救急医学教室　山崎　敦子

D-54 術前診断で指摘困難であった左横隔膜損傷の１例
獨協医科大学埼玉医療センター　救命救急センター / 救急医療科　河間　俊成

D-55 主膵管損傷を伴う外傷性膵損傷に対し ERP による膵管ステント留置が奏功した１例
松戸市立総合医療センター救急科　金澤　和生

D-56 鈍的脾損傷に対して早期に治療介入し救命し得た一例
慶應義塾大学医学部救急医学　笠茂　修平

D-57 診断に難渋した鈍的外傷による若年の肝腫瘍内出血の一例
横須賀共済病院　救急科／横浜市立大学医学部救急医学教室　小栗　絢子

D-58 小児鈍的肝・脾損傷における IVR の方法の違いによる患者転帰の比較
慶應義塾大学　医学部　救急医学　前島　克哉
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14：45～15：40　外　傷②
座長：和氣　晃司　獨協医科大学病院　救命救急センター

D-59 健常成人に起こり呼吸器症状がなかった気道異物の１例
順天堂大学医学部附属練馬病院　河合　健司

D-60 自殺目的に服用した灯油を嘔吐したことで発症したと考えられる化学性外耳炎、中耳炎の一例
自治医科大学　救急医学講座 救命救急センター　本村　太一

D-61 受傷機転に比し軽症であった高所墜落外傷の一例
東京慈恵会医科大学附属病院　救急部　北村　拓也

D-62 院内で発生し心停止に至った電撃症の１例
北里大学病院　臨床研修センター　屋宜　佳佑

D-63 自家細胞採取・非培養細胞懸濁液作製キット RECELL® を使用した広範囲熱傷の１例
東京都立多摩総合医療センター　救命救急センター　小池　優毅

D-64 トラクター挟圧により救出困難であった症例に対してドクターカー出動し救命し得た１例
東海大学　医学部　医学科　総合診療学系救命救急医学　若野　　藍

15：40～16：35　急性腹症
座長：守田　誠司　東海大学医学部　総合診療学系　救命救急医学

D-65 門脈・上腸間膜静脈血栓症をきたした先天性アンチトロンビン欠乏症合併妊娠の１例
東海大学医学部　高度救命救急センター　坂下　晃大

D-66 稀な右側結腸軸捻転症の１例
東京女子医科大学附属足立医療センター　救急医療科／　　　　　　 

Acute Care Surgery センター　柴野　彩花
D-67 内視鏡的に止血困難な食道静脈瘤破裂に対して経皮経肝的塞栓術を施行した２症例

公立昭和病院　救急科　　中島　絵理
D-68 虫垂炎の診断における、CT における虫垂腔内ガス像消失の診断精度の検討

東京ベイ浦安市川医療センター　大高　章義
D-69  四肢麻痺患者の上腸間膜動脈症候群に対して超音波診断装置を利用し最適な食後体位を検討

した１例
独立行政法人国立病院機構　横浜医療センター 　救急総合診療科　丸岩　伯章

D-70 非外傷性十二指腸壁内血腫に対して保存的加療で軽快した１例
自治医科大学附属さいたま医療センター　救急科　小松　睦実

D-71 脾動脈瘤と脾動静脈内及び門脈内血栓を合併した抗リン脂質抗体症候群の１例
東京警察病院　救急科　橋本　真佑
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16：35～17：35　集中治療
座長：内田康太郎　東京医科大学病院　救命救急センター

D-72  重篤な脳損傷を契機に発症した発作性交感神経過活動に対し、ガバペンチンとクロニジンが
奏功した２症例

日本医科大学付属病院　高度救命救急センター　松野恵理哉
D-73 人工呼吸器離脱プロトコル成功にも関わらず再挿管となった症例に関する検討

日本医科大学　千葉北総病院　救命救急センター　大江　　熙
D-74 レミフェンタニルの呼吸抑制作用が肺保護換気に有用であった重症呼吸不全の２例

日本医科大学千葉北総病院　救命救急センター　輿石　　衡
D-75 出血性ショックで搬送された新規発症特発性血小板減少性紫斑病（ITP）の１症例

公立昭和病院 救命救急センター　原　　直輝
D-76 持続脳波モニタリングが有用であった遷延するアルコール性超難治性てんかん重積の一例

慶應義塾大学病院　救急科　中村　成旼
D-77 歯科治療中、局所麻酔薬中毒により高度汎発性血管内血液凝固、多発脳梗塞を呈した１例

東海大学医学部付属病院　高度救命救急センター　中川　智生
D-78 非外傷性下肢出血を契機に診断に至った自己免疫性後天性凝固第 XIII 因子欠乏症の一例

自治医科大学附属さいたま医療センター　救急科　中島　千里
D-79 卵巣過剰刺激症候群（ovarian hyperstimulation syndrome :OHSS）の３例

横浜労災病院　救急科　須田夏実子

第５会場（埼玉会館７階　７A）

９：30～10：30　ER
座長：宮国　泰彦　市立青梅総合医療センター　救命救急センター

D-80 当初は神経性食欲不振を疑った急性発症1型糖尿病によるケトアシドーシスの一症例
横浜市立市民病院　臼井　大貴

D-81 気道緊急を呈した特発性咽頭内血腫の１例
国家公務員共済組合連合会　横須賀共済病院　救急科／　　　　　　 

横浜市立大学　医学部　救急医学教室　小池　　心
D-82 外傷による頚部打撲で遅発性両下肢麻痺により頚椎骨折が判明した一例

横浜市立市民病院　救急診療科　櫻井さくら
D-83 初療室で緊急穿頭を施行した重症頭部外傷の一例

慶應義塾大学　医学部　救急医学　五十嵐秀富
D-84 頭部外傷後の遷延する中枢性塩類喪失症候群に対してフルドロコルチゾンを投与した一例

慶應義塾大学　医学部　救急医学　黒宮みの里
D-85 当直時間帯の妊婦の急性虫垂炎の診断について

戸田中央総合病院　杉中　宏司
D-86 痙攣発作が誘因となった活動性出血を伴う非外傷性骨盤骨折の1例

千葉大学大学院医学研究院　救急集中治療医学　篠原　雅貴
D-87 特発性血小板減少性紫斑病と診断された重度の血小板低下の１例

自治医科大学　救急医学講座　由井　憲晶
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10：30～11：25　呼吸器・循環器
座長：久野　将宗　日本医科大学多摩永山病院　救命救急科

D-88 筋萎縮性側索硬化症のため人工呼吸器装着中に広汎な皮下気腫を生じた一例
杏林大学病院　救急総合診療科　曲　　継超

D-89 複数病態による重症呼吸不全に肺超音波を利用した１例
旭川医科大学病院　救急科　阿部　　愛

D-90  外来ドロップアウトで未治療状態だった気管支喘息重積発作による院外心肺停止の上、長時
間救急搬送を要した１救命例

総合病院国保旭中央病院　救急救命科　斎藤　　航
D-91 著明な気管支壁の肥厚に伴う窒息をきたした症例

新百合ヶ丘総合病院　大野　孝則
D-92 気管挿管に至った Bickerstaff 型脳幹脳炎の１例

杏林大学　医学部　付属病院　救急総合診療科　川竹　博史
D-93  Von Recklinghausen 病に合併した血胸開腹術の既往下に、鎖骨下動脈分枝の仮性動脈瘤破

裂を生じた症例
日本私立学校振興・共済事業団　東京臨海病院　半沢　鞠佳

D-94 腎梗塞を契機に診断された若年男性の卵円孔開存の一例
さいたま赤十字病院　救急科　関口　一星
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研修医セッション1
11：25～12：15　第５会場（埼玉会館７階　７A）
座長：上野　浩一　川崎市立川崎病院　救命救急センター・救急科

R-01  症状・兆候から疑い，早期に治療可能な医療機関へ搬送し，良好な転帰を得た熱帯熱マラリ
アの一例

公立福生病院　塚平　真央
R-02 吸入による合成カンナビノイド中毒の1例

順天堂大学医学部附属練馬病院　臨床研修センター　武田　りほ
R-03 めまいを主訴に搬入された Bickerstaff 型脳幹脳炎の一例

東京歯科大学　市川総合病院　研修管理部　渡辺　真尋
R-04 頚椎骨折入院中に頚部硬膜外血腫で心停止した COVID-19患者の一例

東京女子医科大学附属足立医療センター　救急医療科　中井　啓裕
R-05 多発脳膿瘍を合併した Lemierre 症候群の1例

独立行政法人労働者健康安全機構　関東労災病院　救急集中治療科　竹尾　　真
R-06 原発性胆汁性胆管炎による劇症肝炎を生じた一例

北里大学病院　臨床研修センター　小野　高裕

研修医セッション2
９：30～10：25　第６会場（埼玉会館７階　７B）
座長：並木みずほ　東京女子医科大学救命救急センター

R-07 セファクロル内服により Kounis 症候群を呈した一例
海老名総合病院　救急救命センター　菅野　朋子

R-08 凝固障害や意識障害を合併したラモトリギンによる DIHS の1救命例
国立病院機構　災害医療センター　救命救急センター　廣瀬　柊弥

R-09 急性腸管虚血を来した慢性腸間膜動脈閉塞の１例
筑波学園病院　渡邉　紗恵

R-10 経皮的肝動脈塞栓術で救命した小児重症肝損傷の一例
東京女子医科大学病院　卒後臨床研修センター　福永ゆりか

R-11 現場で蘇生し、人工呼吸器離脱に成功した高位頸髄損傷による心肺停止の一例
東京女子医科附属足立医療センター　救急救急科　山本　悠介

R-12 透析シャント部の2度熱傷に対し，壊死組織除去剤を使用した１例
北里大学　臨床研修センター　小西　萌和

R-13 事前情報で多数傷病者事故と認識できなかった交通事故の１例
北里大学病院　臨床研修センター　寺川　健典
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研修医セッション3
10：25～11：20　第６会場（埼玉会館７階　７B）
座長：海田　賢彦　杏林大学医学部救急医学

R-14 高度貧血を生じた50代女性に対して保存的治療を行い、血液疾患の診断につなげた一例
公立館林厚生病院　澤崎　英太

R-15 急性腎盂腎炎から血行性に腸腰筋膿瘍を発症した Edwardsiella tarda 感染症の一例
順天堂大学医学部附属練馬病院　臨床研修センター　松川　紘之

R-16 屋内受傷が契機として疑われた破傷風の一例
東京医科歯科大学病院　初期臨床研修医　稲垣茉里子

R-17 胸椎粉砕骨折と肺挫傷により大量血胸を生じた多発外傷の救命の１例
東京女子医科大学附属足立医療センター　小菅　健司

R-18 MRI で診断できた臀部筋炎
東邦大学　医療センター　佐倉病院　永井　真行

R-19 多発する活動性出血に対して、動脈塞栓術を行い救命した１例
北里大学病院 臨床研修センター　樫本　健志

R-20 COVID-19肺炎を契機に大動脈弁閉鎖不全症に伴う感染性心内膜炎を合併した１例
北里大学病院 臨床研修センター　石井遼太郎

研修医セッション4
16：20～17：10　第６会場（埼玉会館７階　７B）
座長：金井　尚之　東京警察病院救急部

R-21 難治性吃逆を生じた被包化膵壊死の一例
国家公務員共済連合組合会　横浜南共済病院　大平　　瞭

R-22 抗凝固薬内腹中に大腿部打撲、筋肉内血腫に対して TAE を行った１例
昭和大学　江東豊洲病院　救急診療科／昭和大学臨床研修センター　岩本　泰樹

R-23 原発性骨髄線維症に仮性脾動脈瘤を合併した一例
東京慈恵会医科大学附属病院　救急部　塩沢　祐衣

R-24 感染性心内膜炎に関連した脾破裂を救命した２例
東京女子医科大学附属足立医療センター　救命救急センター　雜部　奏意

R-25 三次救急病院の救急外来受診患者の診断変更に関する疫学記述研究
浜松医療センター　臨床研修管理室　橋本　直毅

R-26 早期治療により良好な経過をたどった Wernicke 脳症
北里大学病院　臨床研修センター　馬見塚　光
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看 護 部 会

一　般　演　題

第５会場（埼玉会館７階　７A）

16：20～17：10　病院前、初療室、集中治療看護
座長：杉本　尚子　東京女子医科大学病院　ＥＲ

N-01 ドクターヘリとドクターカーの同時要請症例の活動の検討
埼玉医科大学総合医療センター　看護部　小野瀬祐亮

N-02 埼玉県ドクターヘリの活動報告
埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター　ICU　今　　大和

N-03 当院の救急外来におけるアンダートリアージとオーバートリアージの現状についての報告
蒲郡　市民　病院　糟谷　洋行

N-04  医薬品中毒による横紋筋融解症を発症した若年患者の看護～抑うつ患者の身体可動性障害に
焦点を当てて～

国立研究開発法人　国立国際医療研究センター　看護部　平柳　結子
N-05  A 病院 HCU 入院患者の口腔内環境の維持・改善に向けて～マウスウォッシュを用いた口腔

ケアの効果～
SUBARU 健康保険組合　太田記念病院　木津　美鈴

N-06 頚髄損傷により気管切開術を施行した患者を対象とした送気法の取り組み
埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター　古屋　幸太

17：10～18：05　患者・家族支援、教育、その他
座長：横田　由佳　杏林大学医学部附属病院　看護部

N-07 中規模病院における RRT ラウンド立ち上げの取り組み
北里大学メディカルセンター　宮澤　伸広

N-08 急性期治療の中で精神的側面への介入を工夫した一事例～統合失調症を既往に持つ患者に対して～
公益財団法人　筑波メディカルセンター　筑波メディカルセンター病院　柳　　凪沙

N-09 患者・家族の意思決定支援―メディエーターとの協働による看護の質向上を目指して―
国立研究開発法人　国立国際医療研究センター病院　亀山　美樹

N-10  基礎看護教育課程における救急看護の教育方法の検討―実習施設と協働による救急外来・救
命救急センターでの実習内容の工夫―

東京医療学院大学　保健医療学部　看護学科　迫田　典子
N-11 段階的指導を用いた、未経験者に対する ECPR 教育の構築

社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス海老名総合病院　室岡　知世
N-12 脊髄損傷患者の全人的苦痛緩和への看護介入により障害受容ができた一例

東京医科歯科大学病院　看護部　山本　真生
N-13  ジョブエイド（急性期血行再建フローチャート及びチェックリスト）を基幹とした OJT 教

育プログラムの開発
前橋赤十字病院　高度救命救急センター　関山　裕一
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救急隊員部会

一　般　演　題

第２会場（埼玉会館１階　小ホール）

９：30～10：30　救急活動①（外因性）
座　長：庭山　崇宏　前橋市消防局
助言者：小橋　大輔　前橋赤十字病院　高度救命救急センター・集中治療科

T-01 アナフィラキシー傷病者に対し救急救命士がエピペンを投与した症例
佐野市消防本部　稲村　嘉昭

T-02 牛舎における重症胸部外傷症例
渋川広域消防本部　晴山　雄基

T-03 プレホスピタルで救急救命士による骨髄路確保を実施した症例 in South Africa
川崎市立川崎病院　救命救急センター　橋本　拓人

T-04 高齢者施設における手指消毒用エタノール誤飲の１例
前橋市消防局　中央消防署　松本　湧豊

T-05 二次医療機関から転院搬送を要した外傷傷病者の重症度評価について
東京消防庁　救急管理課　平岡　誉登

T-06 小児の医薬品中毒の一例を通して垣間見えた身近なＯＴＣ医薬品の依存性について
川口市消防局　秋元　辰徳

T-07 救急隊と医療機関の熱傷面積算定における比較と検討
東京消防庁　吉橋　昌幸

15：00～15：50　救急需要対策・その他
座　長：西山　　裕　川崎市消防局警防部　救急課
助言者：田熊　清継　川崎市立川崎病院　救命救急センター

T-08 医療機関における救急現場認知度調査による理解と環境整備について
埼玉県央広域消防本部　須藤　翔太

T-09 増加する救急需要に対する兼任隊の活動について
戸田市消防本部　木目沢光亮

T-10 積極的治療を望まない救急搬送の課題～救急搬送データの視点から～
相模原市消防局　相模原消防署警備課本署　藤野　丈貴

T-11 コロナ禍における救急隊員の健康調査について
川口市消防局　木田　　誠

T-12 病院前傷病者情報のデジタル化
つくば市消防本部　中央消防署　桜分署　小林　理生

T-13 地域包括ケアシステムにおける緊急時の ACP 普及の取り組み
蓮田市消防本部　消防課　警防係　茅野　俊幸
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第３会場（埼玉会館２階　ラウンジ）

９：30～10：25　救急活動②（内因性）
座　長：磯田　崇徳　川口市消防局
助言者：直江　康孝　川口市立医療センター　救命救急センター

T-14 所見に乏しく急性大動脈解離の判断に至らなかった症例
常総広域消防本部　木村　尚樹

T-15   通報時間帯、内容からアナフィラキシーを疑うも ACS であった症例を経験して～先入観が
救急活動にもたらすリスク～

佐野市消防本部　堀越　伸也
T-16 ウェルニッケ失語を呈した傷病者の搬送に苦慮した症例

児玉郡市広域消防本部　萩原　　郷
T-17 急性腹症を疑ったが両側前頭葉出血（脳室穿破）であった症例

戸田市消防本部　須藤　達也
T-18 マルファン症候群を既往症に持つ30代男性の若年性急性大動脈解離事案

川崎市消防局　高津消防署警防第２課　新作救急隊　手塚　達也
T-19 脳主幹動脈閉塞評価により、血栓回収療法可能施設へ搬送した脳梗塞事案

川崎市消防局　中原消防署　井田出張所　小山　祥明
T-20   低血糖及びショックバイタルが同時にある傷病者に対して実施する特定行為プロトコールに

ついて
川崎市消防局　川崎消防署　大島出張所　川島　佑介

T-21   小児けいれん患者に対する心電図モニタリングにより完全房室ブロックの発見につなげられ
た１例について

川崎市消防局　中井　正志
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10：30～11：30　調査・研究①（教育）
座　長：座間　洋明　千葉市消防局警防部救急課
助言者：中田　孝明　千葉大学大学院医学研究院　救急集中治療医学

T-22 施設外分娩（早産、骨盤位）を経験して～救急隊の周産期救急教育の重要性と必要性～
稲敷広域消防本部　川崎　光正

T-23 静脈路確保成功率向上を目指して～自作モデルの製作と訓練～
稲敷広域消防本部　沖野谷友之

T-24   救命救急センターに併設する常駐型救急ワークステーションにおける救急隊員の生涯教育の
実情と消防行政サービスの質向上について

埼玉東部消防組合消防局　中村　　隆
T-25   モデルケースを活用した応急手当普及要領の提言について～実際に動けるバイスタンダーの

育成に向けて～
東京消防庁　目黒消防署　野口佐弥香

T-26 被膜児（幸帽児）の早産事例について
川崎市消防局　麻生消防署　仲田　弘明

T-27 救急隊員に対する12誘導心電図に関連した教育の検討
埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター　山形　裕輝

T-28 救急救命士に対する人工呼吸器に関連した教育の課題
埼玉医科大学総合医療センター　看護部　高度救命救急センター　天田　祐貴

T-29   MC 傘下消防組織による QR コードを用いた簡易的トリアージ情報管理システム試用への取
り組み2023

みさと健和病院　救急総合診療科／獨協医科大学埼玉医療センター　救急医療科　山田浩二郎

11：30～12：30　調査・研究②（活動・その他）
座　長：児島　政俊　東京消防庁
助言者：田邉　晴山　一般財団法人救急振興財団　救急救命東京研修所

T-30 救助隊と救急隊の連携強化に向けた取り組み～特殊災害訓練から見えたこと
稲敷広域消防本部　渡邉　　陸

T-31 食物アレルギー反応と救命士による処置拡大行為を見据えて
埼玉県央広域消防本部　新井　辰雄

T-32 新宿駅近隣で発生した心肺停止例の検討
東京消防庁　救急管理課　尾形　侑紀

T-33 救急隊接触後の容態変化 (CPA) 事例の検討
東京消防庁　救急部　救急管理課　病院委託研修生　伊藤　千明

T-34 院外心停止に対するドクターカーの活動評価と救急隊との連携
東京消防庁　救急管理課　大久保　卓

T-35 脳卒中選定の精度を高めるために
東京消防庁　志村消防署　紺野　岳之

T-36 階段搬送による自動心臓マッサージ器の位置ずれは搬送資器材の選定で軽減できる
伊勢原市消防本部　中島　史博

T-37 精神科救急の現状と課題
埼玉西部消防局　三浦　啓太


